
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農耕班、さき織り班、ビーズ班の３班に分かれて、普段の作業に加え販売学習の様子を保護者の方

に参観していただきました。生徒たちは、保護者の方にいいところを見てもらおうと、いつも以上に

張り切って作業に取り組んでいました。 

販売学習では、初めてで緊張している１年生を２、３年生がリードすることで、多くの生徒が自信

をもって活動することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きらりん通信 
倉敷市立倉敷支援学校 

令和４年９月３０日  第５号 

小学部２年生 参観日 

    生活科「友達や先生とゲームを楽しもう」 

ボール送りゲーム 

 おうちの人に見守られ、

ドキドキしながら活動しま

した。直接触れ合えないけ

れど、仲間を意識できるよ

うに取り組みました。 

 
高く 

積めるかな 

箱積みゲーム 
 

ボールを 

よく見るよ 

中学部 作業参観日 

ビーズ班の販売の様子です。 

さき織り班の販売の様子です。 

農耕班のさつまいもの販売

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

布工班の販売の様子です。 

クリーン班の洗車の

様子です。 

園芸班のなすの収穫の様子

です。 

高等部 作業参観日 
 

布工班、ものづくり班、紙工班、フードデザイン班、リサイクル班、園芸班、クリーン班、窯業

班の８つの班に分かれて行っている作業学習を保護者の方に参観していただきました。いつも通り

の作業ですが、保護者の方に参観していただき、緊張気味の生徒もいたようです。とても真剣な表

情で作業学習に取り組んでいる姿に驚かれていた保護者の方、暑くても弱音を吐かずに黙々と作業

している姿に感動されている保護者の方もおられました。 

 

  2 学期が始まってから、あっという間に一か月が経過しました。長かっ

た夏休み。皆さんはどのように過ごされたでしょうか。私は、祖父母が趣味

で田んぼと畑をしている実家に久しぶりに帰省し、農作業の手伝いをして

きました。 

 その際、一緒に帰省をしていた小学生のいとこ達と、カブトムシを捕まえ

に行ったり、魚釣りに行ったりするなど、久しぶりに田舎の生活を満喫しま

した。子どものころは毎日触れ合っていた自然も、大人になってから改めて

見てみると見え方が違い、とても新鮮でした。最大の発見はいつの間にか自

分がセミを触れなくなっていたことです。大人になってから見るとセミっ

て結構グロテスクですね。 

 今回の帰省を通して、自分がいつの間にか大人の目の高さで色々なもの

を見るようになっていたのだなと気付かされました。子どもたちと関わる

仕事をする者として、子どもの目線に立つことを忘れないようにしないと

いけないなと気持ちが引き締まりました。皆さんも 

よければ自然に触れ合う時間を作ってみてください。 

 

（小学部６年Ⅽ組担任  宗包 浩和） 


